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ま え が き 
 
 本資料シリーズは、欧州委員会が作成した「欧州の公共雇用サービス機関（PES）におけ
るキャリアガイダンス―傾向と課題―」の全訳（本編）に、監訳者による解説等を添えたも
のである。 

 EUは、雇用、社会的保護、教育、若年者及び訓練のような加盟各国の権限（competence）
に属する領域において、情報交流や取組の比較によって加盟国相互で学びあいながら、共同
で策定された達成目標に向けた取組を進めている。本編及び本編以後の各種レポート（【巻末
参考】で要旨を紹介）は、欧州委員会（European Commission）を中心に行われている公共
雇用サービス機関（Public Employment Services, PES）に関する情報交流や相互比較の成
果であるとともに、欧州における雇用・キャリア等に関する実践レベルでの取組状況・課題
を概観するための格好の文献群となっている。 

 本編が公共雇用サービス機関に関する最も広範かつ体系的なものであり、後続のレポート
はさらに個別テーマに絞ったレポートとなっているが、これらの中では、「キャリアガイダン
ス」の他、「個別的雇用サービス」（Personalised Employment Services）、「アクティベーシ
ョン」（Activation）、「フレキシキュリティ」（Flexicurity）、「ユース・ギャランティー」（Youth 

Guarantees）のような、欧州における政策手法や政策パッケージとして重要なキーワードが
取り上げられ、公共雇用サービス機関（Public Employment Services, PES）という「実践
の場」の視点を通して、その取組の方向や状況がレポートされている。 

 これらの原文（英語）は、発行元である欧州委員会のホームページ等を通して世界中の誰
もが閲覧可能であるが、多忙な雇用関係の政策担当者や研究者等関係者の利便を考え、その
中でも重要な本編のレポートについては日本語全訳を作成し解説する意味があると考えた。
雇用政策における世界の実践の動向を知るための一助としていただければ幸いである。 

 

 2014 年 3 月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 

 理事長  菅 野  和 夫 
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